
 超大型台風 19号が過ぎ去り、日本各地に大きな被害をもたらしていきました。今後、地球温 

暖化の影響による気象条件は良くなることはないかもしれないと言われています。これまでの 

災害により、幾度となく将来に不安を感じてきましたが、これだけ甚大な被害が重なると、本気 

になって自分の生活を振り返らなければならないと思うようになりました。 

 環境学習については、4年生、5年生と力を入れて行っていますし、また、家庭科を通しても、 

掃除や洗濯、調理実習、消費者教育などにおいても、環境にやさしい生活について考える場面が 

たくさんあります。社会科や理科の単元と関連付けながら、将来の生活に負荷をかけないように 

していくためには、自分たちは、家族や地域とともに、どんなことができるのかを学習をしてい 

ます。 

 しかし、ここで大切なのは、学校での授業を授業だけで終わってしまわないようにすることで 

す。大人も、子どもも自分の生活を振り返り、自分事としてとらえながら、実生活でも、無駄の 

ない、環境にやさしい生活を送らなければならないと考えます。そして、あらゆる災害を想定し 

ながら、日ごろの備えもきちんとしていかなければいけないと感じています。 

 

 

 

6年生にとっての最大の楽しみである修学旅行が終わりました。2日とも天候に恵まれ、事故

や病気もなく、「京都の歴史をほりおこせ」をスローガ

ンに、無事に帰ってくることができました。先に書き

ました災害の関連ですが、京都は、昨年 9月の台風の

被害が大きく、お寺の参道が崩れ、まだ工事中のとこ

ろがあること、お世話になった旅館やお店の屋根が壊

れ、やっとこの夏に修復が終わったとのお話を聞きま

した。そんな中、子どもたちは、ガイドさんとともに、

自分たちで計画をした、歴史的な場所を訪れ、友だち

と協力しながら、楽しく京都の町を散策できたと思い

ます。これから、思い出深い話が聞けることを楽しみ

にしています。そして、この経験を踏み台にして、より一層歴史学習に興味を持ち、学級でも、

友だちとのつながりをもう一つ深め、卒業に向けて進んでいってほしいと思います。 

また、秋の学校行事はまだまだ続きます。5年生の自然教室、6年生の三泗音楽会、全校児童

の秋風コンサート。今年も、これらの行事を通して、修学旅行同様、子どもたちは、一まわり大

きく成長してくれることでしょう。子どもたちが達成感を味わえるように、そして、学級の、学

校としてのつながりが深まるように、職員一同全力を注ぎたいと思います。 
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 10月 9日に、三重弁護士会 子どもの権利委員会から、弁護士さんに来ていただいて、5・6

年生の子どもたちを対象に、いじめ防止授業を行っていただきました。「いじめ」というと、ひ

どい暴力行為を受けていたり、暴言を投げつけられたりするイメージがありますが、ちょっとし

た日常の些細な出来事がいじめに発展していく場合があります。いじめの芽はどこの教室にも

存在すると考えます。軽く言ったからかいの言葉が、言われた側はとてもいやな気持になったり、

コミュニケーションのつもりで肩をたたくことであっても、「痛い」「やめてほしい」と感じた

り。、ってしまう、言ってしまう側と、やられる、言われる側の思いは大きく違います。その違

いに、やってしまう、言ってしまう側が気付かずにいることがいじめが大きくなっていく原因だ

と考えます。もちろん、そうでない場合もあると思います。それが、「冗談」で済まされる場合

です。子どもたちのつながりにおいて、（大人のつながりでも同じですが）お互いが、本当に冗

談ですますことができる関係を作っていかなければなりません。 

 私たちが知らなければならないことは、 

 

〇人の心の中にあるコップはそれぞれ大きさが違っていて、ストレスやいじめがあるとその

コップがいっぱいになっていくこと。あと一滴注がれてあふれてしまったら、不幸な結果

を招くかもしれないということ。 

  〇心のコップは目に見えないので、日常生活の中で、相手の気持ちを考えて行動すること。 

  〇たとえその人が気に入らなくても、その人の言動

に迷惑をしていても、それは「いじめ」という方法

ではよくならない。そんな最低・最悪な方法をとる

のではく、解決方法はほかにもいくらでもあると

いうこと。⇒どんな場合でもいじめてはいけない 

  〇いじめにかかわっていなくても、関係ない（傍観す

る）のではなく、いじめをなくしていくために、い

じめられている人の味方になったり、安心感を与

える。そして複数で勇気をもって行動する。 

 

ということです。5・6 年生の子どもたちは、とても集中して聞いていました。大事なことは、

自分たちの生活の中に落とし込むことができたかどうかです。5・6 年生の力で、この中央小学

校を、人権感覚あふれる学校にしていってほしいと思います。 

 

 

  

 ここ 2，3日の間に秋の深まりを感じます。朝夕が本当に寒

いぐらいですね。校長室の前にある「きんもくせい」の花が

いつの間にか満開に近い状態になっていました。とてもいい

香りがします。朝夕と日中の寒暖差が大きいこの季節、風邪

をひかないよう、お子さんの体調には十分に気を付けてあげ

てください。 

 

 


